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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 生殖工学技術に関する研究 

1) 体外受精に関する研究 

2) 配偶子および胚の低温保存に関する研究 

3) 新規生殖工学技術の開発 

4) 胚・精子バンクシステムの開発 

5) ゲノム編集技術を用いた遺伝子改変動物作製に関する研究 

 

Ⅱ. 生殖工学技術の教育および研修 

1) 体外受精・人工授精技術の指導 

2) 胚・卵子・精子の凍結保存技術の指導 

3) 胚移植法の指導 
 

     【教職員および大学院学生】   【メールアドレス(任意)】    【研究プロジェクト】 

教  授 竹尾 透 takeo@kumamoto-u.ac.jp   研究の統括   

特任助教 中川 佳子 y-naka@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ-5) 

特任助教 中尾 聡宏 naka-sato@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ-1, 2, 3), II 

技術職員 

技術職員 

土山 修治 

坂本 亘 

Ⅰ-4), Ⅱ 

Ⅰ-3）, Ⅱ 

大学院生 (医学教育部博士課程 4 年) 1 名 

 (医学教育部博士課程 2 年) 1 名 

 (医学教育部博士課程 1 年) 1 名 

 (薬学教育部博士後期課程 4 年) 1 名 

 (医学教育部修士課程 2 年) 2 名  

 (医学教育部修士課程 1 年) 1 名 

 薬学部 6 年 1 名 

 薬学部 5 年 1 名 

 薬学部 4 年 2 名 
 

【連絡先】 電話: 096-373-6570  Fax: 096-373-6566 

【ホームページ】http://irda.kuma-u.jp/divisions/reproductive_engineer/reproductive_engineer.html 

【YouTube Channel】https://www.youtube.com/channel/UCKjOFcw3R-NxYUFcgKYPz9g 
  

 

【特殊技術・特殊装置】  

１．哺乳類受精（体外受精・人工授精・胚移植）技術 

２．哺乳類胚・卵子・精子凍結保存技術 

３．マイクロマニュピレーションシステム 

４．レーザー照射透明帯穿孔装置 

５．モニター付倒立顕微鏡 

６．精子運動性解析装置 

７．超高速液体クロマトグラフィー 

８．蛍光顕微鏡 

９．エレクトロポレーター 

http://irda.kuma-u.jp/divisions/reproductive_engineer/reproductive_engineer.html
https://www.youtube.com/channel/UCKjOFcw3R-NxYUFcgKYPz9g
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